
SDGsをめぐる動向

1. 普及から「行動の10年」へ

• 2019年SDGsサミット（国連総会）

• SDGs実施指針改訂

2. 進捗の評価が次の一大テーマ

• 自治体による推進企業認定と、被認定企業のサポート

• 金融機関の評価（ESG投資、サスティナビリティ投資、インパクト投

資）・「企業のためのSDG行動リストver1」公表

3. SDGsのローカル化・企業による活動の本格化

• SDGs未来都市（93都市、30モデル）／地方創生SDGs金融

• 消費者・投資家の動向活発化

4. 新型コロナウィルスの影響

https://nextpublishing.jp/book/
11031.html

http://xsdg.jp/sdgactionlistver1.html

https://nextpublishing.jp/book/11031.html
http://xsdg.jp/sdgactionlistver1.html


• 4000万から6000万人が極度の貧困に戻る（20年分）

• 90％の世界児童生徒人口（16億人）が、COVID19の影響

• 遠隔教育が多くの児童生徒に提供されているものの、デジタルデバイドによっ
て教育の平等に関するギャップが拡大

• 何十億人もの人が、安全に管理された水と衛生サービスや、基本的な手洗
いのための設備へのアクセスのない状態

• 2020年第二四半期では3億500万人のフルタイム労働に相当する合計労
働時間低下が予測

• 最も影響を受けているのは、中小企業、非正規雇用者、自営業や日
雇い労働者、社会的混乱の影響を受けやすいセクターの労働者たち

• 航空業界への影響が最も大きい。2020年の国際航空旅客15億人減と予
測、国際線の搭乗率も4分の3減少予測、結果として以前の営業収益予
測と比べて2730億の損益

• COVID19は製造業に大きな影響。グローバルなバリューチェーンと製品供給
を崩壊し、製造活動は崩壊の危機。これにより、失業率へのインパクトも。

• 金融市場不安定化。コロナ拡大以降、史上最大の1000億ドルの資本流
出。

• 2020年の世界貿易は13％から32％マイナス予測。

国連事務総長SDGs報告書2020より



科学とSDGs

Earth Commission：
科学的目標設定へ向けた知見
の収集と提供
→ポストSDGsへ

今だからこそ の SDGs行動の加速

教育とSDGs
• 「目標実現」という問題集による教育
• 日本におけるコロナによるSDGへの影響を

xSDGラボ・コンソーシアムと共同で検討
• 169ターゲットアイコン製作プロジェクト

具体化するSDGs
「SDGハウス」の実現



＜主な取り組み＞

（プロモーション活動）

・推進協議会ポータルサイト
・「SDGs People」による発信
・SDGs白書

（SDGsアクションフェスティバル）
2021年3月26日（金）、27日（土）に横浜みなとみらい21地区で開催
・ジャパンSDGsアクションイベント（仮称）
・グローバルアクションイベント（仮称）

ジャパンＳＤＧｓアクション
（主催）
ジャパンSDGsアクション推進協議会

（会長：蟹江憲史 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授）

（目的）
日本におけるSDGsのさらなる認知拡大と、国連が提唱
するSDGs達成に向けた「行動の10年」に沿った具体的
な行動に移す取り組みの推進

ジャパンＳＤＧｓアクション推進協議会メンバー
（設立時）


